
平成 26年 1月 31日 

 

計算プログラム 修正点（ Ver1.7.0 → Ver1.8.0 ） 

 

 

1) （効率化設備）「太陽光発電」を設置した場合の「太陽光発電等による発電量」の計算に用いる直達日射量及び水平面天空日射量の全天

日射量からの分離計算方法を見直し。 

 

2) （空調）蓄熱槽を有する空調システムについて、蓄熱時及び追掛運転時の計算方法を見直し。 

 → 蓄熱時及び追掛運転時に熱負荷を重複計上してしまう場合がある問題を修正。 

 

3) 中断・再開機能（xml ファイルのダウンロード及びアップロード）、様式再出力機能（XML-ID による入力条件及び計算結果の復元）の

実装。 

 

4) 各設備の PDF計算結果出力時に、結果だけではなく入力項目も印字されるように変更。 

 

5) 照明設備の CSV計算結果出力について、「詳細セクション 消費電力」の値に不適切な値が表示されていた問題を修正 

 

 

    以 上 


